
「
と

く
し

ま
地

球
温

暖
化

対
策

推
進

条
例

（
仮

称
）
の

あ
り

方
に

つ
い

て
」
（
案

）
に

係
る

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
結

果
資
料
　
１

番
号

項
目

P
ag

e
意

見
の

要
約

対
応

備
考

1
県

の
責

務
2

○
徳

島
県

が
県

内
の

す
べ

て
の

市
町

村
が

「
ＩＳ

Ｏ
1
4
0
0
1
」
の

認
証

取
得

が
で

き
る

よ
う

に
支

援
を

行
う

。
い

た
だ

い
た

御
意

見
は

、
あ

り
方

の
県

の
責

務
の

中
の

「
市

町
村

が
行

う
地

球
温

暖
化

対
策

へ
の

助
言

、
支

援
等

の
実

施
」
に

そ
の

趣
旨

が
反

映
さ

れ
て

お
り

ま
す

。

2
県

の
責

務
2

○
徳

島
県

が
県

内
の

事
業

所
の

「
IS

O
9
0
0
1
」
の

取
得

認
証

の
支

援
を

行
う

。
い

た
だ

い
た

御
意

見
は

、
あ

り
方

の
県

の
責

務
の

中
の

「
事

業
者

、
県

民
等

が
行

う
地

球
温

暖
化

対
策

へ
の

助
言

、
支

援
等

の
実

施
」
に

そ
の

趣
旨

が
反

映
さ

れ
て

お
り

ま
す

。

3
県

の
責

務
2

○
環

境
行

政
に

お
け

る
市

町
村

の
広

域
連

合
化

の
推

進
環

境
行

政
全

般
の

話
な

の
で

、
本

条
例

の
範

囲
を

超
え

る
も

の
と

考
え

ま
す

。
4

県
民

の
責

務
3

○
県

民
一

人
一

人
が

「
シ

ン
ク

・
グ

ロ
－

バ
ル

、
ア

ク
ト

・
ロ

－
カ

ル
（
地

球
規

模
で

考
え

、
地

域
社

会
で

行
動

す
る

）
」
の

実
践

を
行

う
。

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

あ
り

方
の

県
民

の
責

務
の

中
の

「
日

常
生

活
の

中
で

の
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

量
の

削
減

と
地

球
温

暖
化

対
策

の
重

要
性

の
理

解
」
に

そ
の

趣
旨

が
反

映
さ

れ
て

お
り

ま
す

。

5
推

進
計

画
3

○
徳

島
県

が
「
と

く
し

ま
地

球
温

暖
化

対
策

推
進

条
例

」
の

制
定

に
対

応
し

て
「
と

く
し

ま
地

球
温

暖
化

対
策

推
進

計
画

」
の

策
定

を
行

う
。

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

あ
り

方
の

地
球

温
暖

化
対

策
の

中
の

「
地

球
温

暖
化

対
策

を
推

進
す

る
計

画
の

策
定

」
に

そ
の

趣
旨

が
反

映
さ

れ
て

お
り

ま
す

。
6

事
業

活
動

4
○

企
業

に
対

し
て

「
企

業
環

境
会

計
」
や

「
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
」
の

普
及

促
進

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

あ
り

方
の

事
業

活
動

に
係

る
地

球
温

暖
化

対
策

の
中

の
「
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
の

導
入

推
進

」
に

そ
の

趣
旨

が
反

映
さ

れ
て

お
り

ま
す

。

7
事

業
活

動
4

○
省

電
力

対
策

や
熱

対
策

等
の

環
境

に
配

慮
し

た
「
グ

リ
－

ン
IC

T
」
の

取
り

組
み

の
推

進
い

た
だ

い
た

御
意

見
は

、
あ

り
方

の
事

業
活

動
に

係
る

地
球

温
暖

化
対

策
の

中
の

「
自

社
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
使

用
量

の
把

握
と

温
室

効
果

ガ
ス

の
排

出
量

の
少

な
い

方
法

に
よ

る
設

備
の

使
用

」
に

そ
の

趣
旨

が
反

映
さ

れ
て

お
り

ま
す

。
8

事
業

活
動

4
○

「
徳

島
県

環
境

首
都

課
」
と

「
全

日
空

環
境

・
社

会
貢

献
部

」
と

の
協

働
事

業
に

よ
り

『
私

の
青

空
 森

づ
く
り

』
又

は
『
ど

ん
ぐ

り
の

森
づ

く
り

』
を

行
う

。

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

施
策

の
参

考
と

す
る

よ
う

県
へ

伝
え

ま
す

。

9
事

業
活

動
4

○
徳

島
県

が
「
と

く
し

ま
協

働
の

森
づ

く
り

」
に

よ
っ

て
四

国
電

力
，

電
源

開
発

，
三

井
物

産
，

キ
リ

ン
ビ

－
ル

等
と

の
間

で
パ

－
ト

ナ
－

ズ
協

定
の

締
結

を
行

う
。

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

施
策

の
参

考
と

す
る

よ
う

県
へ

伝
え

ま
す

。

1
0

事
業

活
動

、
家

庭
生

活
4

○
徳

島
県

が
「
資

源
エ

ネ
ル

ギ
－

庁
」
及

び
財

団
法

人
「
省

エ
ネ

ル
ギ

－
セ

ン
タ

－
」
と

の
連

携
に

よ
っ

て
「
省

エ
ネ

ナ
ビ

」
の

普
及

や
「
省

エ
ネ

普
及

指
導

員
」
の

活
用

に
よ

っ
て

「
省

エ
ネ

」
の

推
進

を
行

う
。

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

施
策

の
参

考
と

す
る

よ
う

県
へ

伝
え

ま
す

。

1
1

建
築

物
5

○
県

内
の

公
立

学
校

に
お

け
る

校
庭

の
芝

生
化

の
推

進
い

た
だ

い
た

御
意

見
は

、
あ

り
方

の
建

築
物

に
係

る
地

球
温

暖
化

対
策

の
中

の
「
建

築
物

を
新

築
又

は
増

改
築

し
よ

う
と

す
る

者
の

屋
上

、
壁

面
及

び
敷

地
の

緑
化

の
推

進
」
に

そ
の

趣
旨

が
反

映
さ

れ
て

お
り

ま
す

。

1
2

建
築

物
5

○
「
ヒ

－
ト

ア
イ

ラ
ン

ド
現

象
」
の

防
止

・
徳

島
の

地
域

特
性

に
応

じ
た

道
路

の
環

境
対

策
型

保
水

性
舗

装
の

実
施

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

施
策

の
参

考
と

す
る

よ
う

県
へ

伝
え

ま
す

。

1
/
7



「
と

く
し

ま
地

球
温

暖
化

対
策

推
進

条
例

（
仮

称
）
の

あ
り

方
に

つ
い

て
」
（
案

）
に

係
る

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
結

果
資
料
　
１

番
号

項
目

P
ag

e
意

見
の

要
約

対
応

備
考

1
3

建
築

物
5

○
「
ヒ

－
ト

ア
イ

ラ
ン

ド
現

象
」
の

防
止

・
建

築
物

の
屋

上
緑

化
と

壁
面

緑
化

の
推

進
・
雨

水
を

利
用

し
た

「
打

ち
水

」
の

実
施

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

あ
り

方
の

建
築

物
に

係
る

地
球

温
暖

化
対

策
の

中
の

「
建

築
物

を
新

築
又

は
増

改
築

し
よ

う
と

す
る

者
の

屋
上

、
壁

面
及

び
敷

地
の

緑
化

の
推

進
」
に

そ
の

趣
旨

が
反

映
さ

れ
て

お
り

ま
す

。

1
4

交
通

・
運

輸
5

○
「
徳

島
全

県
ノ

－
マ

イ
カ

－
運

動
」
の

展
開

・
カ

－
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
制

度
の

実
施

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

あ
り

方
の

交
通

・
運

輸
に

係
る

地
球

温
暖

化
対

策
の

中
の

「
公

共
交

通
機

関
の

利
用

の
促

進
」
に

そ
の

趣
旨

が
反

映
さ

れ
て

お
り

ま
す

。

1
5

交
通

・
運

輸
5

○
「
と

く
し

ま
ア

イ
ド

リ
ン

グ
ス

ト
ッ

プ
運

動
」
の

展
開

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

あ
り

方
の

交
通

・
運

輸
に

係
る

地
球

温
暖

化
対

策
の

中
の

「
ア

イ
ド

リ
ン

グ
ス

ト
ッ

プ
」
に

そ
の

趣
旨

が
反

映
さ

れ
て

お
り

ま
す

。
1
6

交
通

・
運

輸
5

○
自

動
車

免
許

の
更

新
時

に
、

エ
コ

ド
ラ

イ
ブ

の
講

習
を

併
せ

て
実

施
す

る
。

急
加

速
、

急
停

止
な

ど
の

環
境

や
燃

費
（
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
）
に

悪
い

影
響

を
及

ぼ
す

お
そ

れ
が

あ
る

も
の

全
般

を
対

象
と

す
る

た
め

、
「
ア

イ
ド

リ
ン

グ
・
ス

ト
ッ

プ
の

励
行

」
を

「
ア

イ
ド

リ
ン

グ
・
ス

ト
ッ

プ
な

ど
エ

コ
ド

ラ
イ

ブ
の

推
進

」
に

修
正

し
ま

す
。

修
正

1
7

交
通

・
運

輸
5

○
徳

島
県

が
毎

月
一

回
、

「
公

共
交

通
（
J
R

・
バ

ス
）
を

利
用

す
る

日
」
を

「
マ

イ
バ

ス
の

日
・
マ

イ
レ

－
ル

の
日

」
と

定
め

る
。

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

あ
り

方
の

交
通

・
運

輸
に

係
る

地
球

温
暖

化
対

策
の

中
の

「
公

共
交

通
機

関
の

利
用

の
促

進
」
に

そ
の

趣
旨

が
反

映
さ

れ
て

お
り

ま
す

。

1
8

交
通

・
運

輸
5

○
J
R

高
徳

線
及

び
J
R

牟
岐

線
（
阿

南
－

高
松

間
）
に

電
化

に
よ

る
電

車
の

運
転

の
開

始
い

た
だ

い
た

御
意

見
は

、
施

策
の

参
考

と
す

る
よ

う
県

へ
伝

え
ま

す
。

1
9

交
通

・
運

輸
5

○
J
R

徳
島

線
に

水
素

燃
料

気
動

車
の

導
入

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

施
策

の
参

考
と

す
る

よ
う

県
へ

伝
え

ま
す

。

2
0

交
通

・
運

輸
5

○
徳

島
市

内
に

L
R

T
の

導
入

　
 （

例
 富

山
ラ

イ
ト

レ
－

ル
）

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

施
策

の
参

考
と

す
る

よ
う

県
へ

伝
え

ま
す

。

2
1

交
通

・
運

輸
5

○
J
R

徳
島

線
，

牟
岐

線
等

の
在

来
線

に
地

球
環

境
に

や
さ

し
い

バ
イ

オ
メ

タ
ノ

－
ル

燃
料

デ
ィ

－
ゼ

ル
気

動
車

の
導

入
い

た
だ

い
た

御
意

見
は

、
施

策
の

参
考

と
す

る
よ

う
県

へ
伝

え
ま

す
。

2
2

交
通

・
運

輸
5

○
定

期
バ

ス
路

線
に

地
球

環
境

に
や

さ
し

い
C

N
G

バ
ス

（
天

然
ガ

ス
バ

ス
）
，

デ
ィ

－
ゼ

ル
電

気
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
バ

ス
の

導
入

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

施
策

の
参

考
と

す
る

よ
う

県
へ

伝
え

ま
す

。

2
3

交
通

・
運

輸
5

○
徳

島
－

東
京

線
に

環
境

に
配

慮
し

た
ボ

－
イ

ン
グ

7
8
7
型

ド
リ

－
ム

ラ
イ

ナ
－

の
就

航
い

た
だ

い
た

御
意

見
は

、
施

策
の

参
考

と
す

る
よ

う
県

へ
伝

え
ま

す
。

2
4

家
庭

生
活

6
○

家
庭

に
対

し
て

「
環

境
家

計
簿

」
の

普
及

促
進

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

あ
り

方
の

家
庭

生
活

に
係

る
地

球
温

暖
化

対
策

の
中

の
「
家

庭
で

使
用

さ
れ

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
把

握
」
に

そ
の

趣
旨

が
反

映
さ

れ
て

お
り

ま
す

。

2
5

家
庭

生
活

6
○

「
徳

島
全

県
マ

イ
バ

ッ
グ

運
動

」
，

「
徳

島
全

県
マ

イ
箸

運
動

」
，

「
徳

島
全

県
マ

イ
水

筒
運

動
」
の

全
県

展
開

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

あ
り

方
の

家
庭

生
活

に
係

る
地

球
温

暖
化

対
策

の
中

の
「
環

境
に

配
慮

し
た

生
活

物
品

や
サ

ー
ビ

ス
の

購
入

」
に

そ
の

趣
旨

が
反

映
さ

れ
て

お
り

ま
す

。

2
/
7



「
と

く
し

ま
地

球
温

暖
化

対
策

推
進

条
例

（
仮

称
）
の

あ
り

方
に

つ
い

て
」
（
案

）
に

係
る

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
結

果
資
料
　
１

番
号

項
目

P
ag

e
意

見
の

要
約

対
応

備
考

2
6

家
庭

生
活

6
○

「
徳

島
全

県
も

っ
た

い
な

い
運

動
」
の

展
開

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

あ
り

方
の

家
庭

生
活

に
係

る
地

球
温

暖
化

対
策

の
中

の
「
環

境
に

配
慮

し
た

生
活

物
品

や
サ

ー
ビ

ス
の

購
入

」
に

そ
の

趣
旨

が
反

映
さ

れ
て

お
り

ま
す

。

2
7

家
庭

生
活

6
○

冷
蔵

庫
，

テ
レ

ビ
等

の
省

エ
ネ

家
電

製
品

の
普

及
促

進
を

行
う

。
い

た
だ

い
た

御
意

見
は

、
あ

り
方

の
家

庭
生

活
に

係
る

地
球

温
暖

化
対

策
の

中
の

「
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
性

能
の

高
い

機
器

の
購

入
」
に

そ
の

趣
旨

が
反

映
さ

れ
て

お
り

ま
す

。

2
8

家
庭

生
活

6
○

徳
島

県
が

「
と

く
し

ま
省

エ
ネ

コ
ン

テ
ス

ト
」
の

開
催

を
行

う
。

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

施
策

の
参

考
と

す
る

よ
う

県
へ

伝
え

ま
す

。

2
9

家
庭

生
活

6
○

徳
島

県
と

四
国

電
力

と
が

連
携

し
て

エ
コ

キ
ュ

－
ト

（
C

O
2
冷

媒
ヒ

－
ト

ポ
ン

プ
給

湯
器

）
の

普
及

促
進

を
行

う
。

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

施
策

の
参

考
と

す
る

よ
う

県
へ

伝
え

ま
す

。

3
0

家
庭

生
活

6
○

各
地

域
で

開
催

さ
れ

る
フ

リ
－

マ
－

ケ
ッ

ト
や

リ
サ

イ
ク

ル
バ

ザ
－

の
活

用
い

た
だ

い
た

御
意

見
は

、
施

策
の

参
考

と
す

る
よ

う
県

へ
伝

え
ま

す
。

3
1

家
庭

生
活

6
○

徳
島

県
が

貯
水

槽
に

雨
水

を
貯

め
、

散
水

等
の

雑
用

水
に

活
用

す
る

「
徳

島
県

貯
水

槽
雨

水
貯

留
施

設
助

成
制

度
」
の

創
設

を
行

う
。

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

施
策

の
参

考
と

す
る

よ
う

県
へ

伝
え

ま
す

。

3
2

農
林

水
産

業
6

○
「
地

球
に

や
さ

し
い

農
業

づ
く
り

」
の

推
進

・
ア

イ
ガ

モ
農

法
に

よ
る

農
薬

使
用

の
削

減
・
田

ん
ぼ

に
コ

イ
や

フ
ナ

を
泳

が
し

て
の

自
然

農
法

の
推

進
を

行
う

。
・
養

鶏
農

家
が

卵
を

産
ま

な
く
な

っ
た

鶏
を

ハ
ウ

ス
農

家
に

無
償

譲
渡

し
て

、
ハ

ウ
ス

内
に

お
い

て
鶏

を
放

し
飼

い
に

し
て

雑
草

や
昆

虫
を

食
べ

て
も

ら
う

。
（
養

鶏
農

家
と

施
設

園
芸

農
家

と
の

連
携

）
・
休

耕
田

や
遊

休
農

地
等

に
茂

っ
て

い
る

雑
草

を
乳

牛
に

食
べ

て
も

ら
う

。
（
畜

産
農

家
と

農
家

と
の

連
携

）
・
ミ

ミ
ズ

を
利

用
し

た
環

境
に

や
さ

し
い

田
ん

ぼ
の

土
壌

改
良

を
行

う
。

・
農

業
用

廃
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

適
正

処
理

の
推

進

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

あ
り

方
の

農
林

水
産

業
に

係
る

地
球

温
暖

化
対

策
の

中
の

「
環

境
保

全
型

農
業

の
推

進
」
に

そ
の

趣
旨

が
反

映
さ

れ
て

お
り

ま
す

。

3
3

農
林

水
産

業
6

○
間

伐
材

を
活

用
し

て
木

製
の

魚
礁

を
作

り
、

海
中

に
沈

め
て

魚
の

住
み

か
に

し
て

漁
業

資
源

の
振

興
を

図
る

。
（
林

業
と

漁
業

と
の

連
携

事
業

）
い

た
だ

い
た

御
意

見
は

、
あ

り
方

の
農

林
水

産
業

に
係

る
地

球
温

暖
化

対
策

の
中

の
「
森

林
整

備
の

推
進

」
及

び
「
藻

場
造

成
の

推
進

」
に

そ
の

趣
旨

が
反

映
さ

れ
て

お
り

ま
す

。

3
4

農
林

水
産

業
6

○
徳

島
県

の
農

業
改

良
普

及
員

と
地

域
の

農
業

協
同

組
合

の
営

農
指

導
員

と
が

連
携

し
て

、
田

ん
ぼ

の
肥

料
と

し
て

米
ぬ

か
等

の
有

機
肥

料
を

使
用

す
る

よ
う

に
農

家
に

農
事

指
導

を
行

う
。

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

あ
り

方
の

農
林

水
産

業
に

係
る

地
球

温
暖

化
対

策
の

中
の

「
環

境
保

全
型

農
業

の
推

進
」
に

そ
の

趣
旨

が
反

映
さ

れ
て

お
り

ま
す

。

3
5

農
林

水
産

業
6

○
徳

島
県

が
森

林
環

境
保

全
を

目
的

し
て

「
徳

島
県

森
林

環
境

保
全

基
金

」
の

設
立

又
は

「
徳

島
県

森
林

環
境

税
」
の

創
設

を
行

う
。

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

施
策

の
参

考
と

す
る

よ
う

県
へ

伝
え

ま
す

。

3
6

農
林

水
産

業
6

○
守

る
自

然
環

境
か

ら
育

て
創

る
自

然
環

境
を

目
指

し
て

、
環

境
税

を
財

源
と

し
て

森
林

保
全

事
業

（
落

葉
樹

の
植

栽
等

）
を

行
う

。
い

た
だ

い
た

御
意

見
は

、
施

策
の

参
考

と
す

る
よ

う
県

へ
伝

え
ま

す
。

3
/
7



「
と

く
し

ま
地

球
温

暖
化

対
策

推
進

条
例

（
仮

称
）
の

あ
り

方
に

つ
い

て
」
（
案

）
に

係
る

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
結

果
資
料
　
１

番
号

項
目

P
ag

e
意

見
の

要
約

対
応

備
考

3
7

農
林

水
産

業
6

○
「
立

木
の

伐
採

の
事

業
」
と

「
造

林
の

事
業

」
と

を
有

機
的

に
行

う
こ

と
で

、
立

木
の

枝
打

ち
の

作
業

，
間

伐
の

作
業

，
植

林
の

作
業

に
よ

る
森

林
の

手
入

れ
を

行
う

。

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

施
策

の
参

考
と

す
る

よ
う

県
へ

伝
え

ま
す

。

3
8

農
林

水
産

業
6

○
「
み

ど
り

の
雇

用
事

業
」
の

創
設

で
「
林

業
架

線
作

業
主

任
者

」
を

雇
入

れ
る

。
「
林

業
架

線
作

業
主

任
者

」
の

雇
入

れ
は

、
地

球
温

暖
化

対
策

と
の

直
接

の
関

係
は

薄
い

と
考

え
ま

す
。

3
9

農
林

水
産

業
6

○
徳

島
県

と
東

京
農

工
大

学
農

学
部

環
境

資
源

学
科

と
の

連
携

に
よ

っ
て

地
球

温
暖

化
対

策
を

行
う

。
い

た
だ

い
た

御
意

見
は

、
施

策
の

参
考

と
す

る
よ

う
県

へ
伝

え
ま

す
。

4
0

農
林

水
産

業
6

○
天

然
の

貯
水

機
能

の
あ

る
「
た

め
池

」
の

整
備

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

施
策

の
参

考
と

す
る

よ
う

県
へ

伝
え

ま
す

。

4
1

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
6

○
家

庭
等

で
天

ぷ
ら

や
揚

げ
物

を
し

た
後

に
捨

て
る

食
用

油
を

デ
ィ

－
ゼ

ル
車

の
B

D
F
燃

料
に

精
製

リ
サ

イ
ク

ル
す

る
シ

ス
テ

ム
の

構
築

を
図

る
。

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

あ
り

方
の

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

利
用

に
よ

る
地

球
温

暖
化

対
策

の
中

の
「
事

業
者

、
県

民
、

市
町

村
に

よ
る

太
陽

光
発

電
、

風
力

発
電

、
バ

イ
オ

マ
ス

な
ど

の
利

用
の

推
進

」
に

そ
の

趣
旨

が
反

映
さ

れ
て

お
り

ま
す

。

4
2

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
6

○
県

、
市

町
村

、
家

庭
か

ら
出

る
廃

食
油

を
集

め
精

製
し

、
県

や
市

町
村

の
デ

ィ
ー

ゼ
ル

車
両

で
利

用
す

る
。

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

あ
り

方
の

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

利
用

に
よ

る
地

球
温

暖
化

対
策

の
中

の
「
事

業
者

、
県

民
、

市
町

村
に

よ
る

太
陽

光
発

電
、

風
力

発
電

、
バ

イ
オ

マ
ス

な
ど

の
利

用
の

推
進

」
に

そ
の

趣
旨

が
反

映
さ

れ
て

お
り

ま
す

。

4
3

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
6

○
家

庭
用

燃
料

電
池

の
開

発
い

た
だ

い
た

御
意

見
は

、
あ

り
方

の
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
利

用
に

よ
る

地
球

温
暖

化
対

策
の

中
の

「
事

業
者

、
県

民
、

市
町

村
に

よ
る

太
陽

光
発

電
、

風
力

発
電

、
バ

イ
オ

マ
ス

な
ど

の
利

用
の

推
進

」
に

そ
の

趣
旨

が
反

映
さ

れ
て

お
り

ま
す

。

4
4

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
6

○
ソ

－
ラ

－
カ

－
の

研
究

開
発

の
推

進
い

た
だ

い
た

御
意

見
は

、
あ

り
方

の
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
利

用
に

よ
る

地
球

温
暖

化
対

策
の

中
の

「
事

業
者

、
県

民
、

市
町

村
に

よ
る

太
陽

光
発

電
、

風
力

発
電

、
バ

イ
オ

マ
ス

な
ど

の
利

用
の

推
進

」
に

そ
の

趣
旨

が
反

映
さ

れ
て

お
り

ま
す

。

4
5

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
6

○
徳

島
県

が
休

耕
田

，
遊

休
農

地
等

を
活

用
し

て
「
と

う
も

ろ
こ

し
」
や

「
菜

の
花

」
の

栽
培

を
推

奨
し

て
、

バ
イ

オ
マ

ス
燃

料
と

し
て

使
用

で
き

る
体

制
づ

く
り

を
行

う
。

併
せ

て
、

「
と

く
し

ま
バ

イ
オ

マ
ス

タ
ウ

ン
構

想
」
の

実
現

を
行

う
。

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

あ
り

方
の

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

利
用

に
よ

る
地

球
温

暖
化

対
策

の
中

の
「
事

業
者

、
県

民
、

市
町

村
に

よ
る

太
陽

光
発

電
、

風
力

発
電

、
バ

イ
オ

マ
ス

な
ど

の
利

用
の

推
進

」
に

そ
の

趣
旨

が
反

映
さ

れ
て

お
り

ま
す

。

4
6

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
6

○
杉

や
ひ

の
き

の
間

伐
材

を
加

工
し

て
木

製
ペ

レ
ッ

ト
に

よ
る

バ
イ

オ
マ

ス
燃

料
化

を
行

う
。

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

あ
り

方
の

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

利
用

に
よ

る
地

球
温

暖
化

対
策

の
中

の
「
事

業
者

、
県

民
、

市
町

村
に

よ
る

太
陽

光
発

電
、

風
力

発
電

、
バ

イ
オ

マ
ス

な
ど

の
利

用
の

推
進

」
に

そ
の

趣
旨

が
反

映
さ

れ
て

お
り

ま
す

。

4
7

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
6

○
徳

島
県

（
企

業
局

）
と

シ
ャ

－
プ

と
の

提
携

に
よ

っ
て

太
陽

光
発

電
事

業
を

行
う

。
い

た
だ

い
た

御
意

見
は

、
施

策
の

参
考

と
す

る
よ

う
県

へ
伝

え
ま

す
。

4
/
7



「
と

く
し

ま
地

球
温

暖
化

対
策

推
進

条
例

（
仮

称
）
の

あ
り

方
に

つ
い

て
」
（
案

）
に

係
る

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
結

果
資
料
　
１

番
号

項
目

P
ag

e
意

見
の

要
約

対
応

備
考

4
8

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
6

○
一

般
家

庭
，

各
学

校
向

け
に

神
鋼

電
機

が
開

発
し

た
小

型
風

力
発

電
装

置
の

「
そ

よ
風

く
ん

」
の

普
及

促
進

を
行

う
。

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

施
策

の
参

考
と

す
る

よ
う

県
へ

伝
え

ま
す

。

4
9

そ
の

他
（
調

査
研

究
）

7
○

C
O

2
の

地
下

貯
蔵

の
開

発
い

た
だ

い
た

御
意

見
は

、
施

策
の

参
考

と
す

る
よ

う
県

へ
伝

え
ま

す
。

5
0

そ
の

他
（
調

査
研

究
）

7
○

C
O

2
の

地
下

貯
蔵

の
推

進
い

た
だ

い
た

御
意

見
は

、
施

策
の

参
考

と
す

る
よ

う
県

へ
伝

え
ま

す
。

5
1

そ
の

他
（
調

査
研

究
）

7
○

環
境

に
や

さ
し

い
ニ

ッ
ケ

ル
水

素
電

池
，

リ
チ

ウ
ム

イ
オ

ン
電

池
，

高
性

能
太

陽
電

池
の

実
用

化
の

推
進

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

施
策

の
参

考
と

す
る

よ
う

県
へ

伝
え

ま
す

。

5
2

そ
の

他
（
調

査
研

究
）

7
○

徳
島

県
の

後
押

し
に

よ
っ

て
日

亜
化

学
工

業
と

三
菱

重
工

業
・
ロ

－
ム

等
の

合
弁

会
社

と
が

照
明

用
有

機
E
L
の

研
究

開
発

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

施
策

の
参

考
と

す
る

よ
う

県
へ

伝
え

ま
す

。

5
3

そ
の

他
（
普

及
啓

発
）

7
○

徳
島

県
が

上
勝

町
や

上
板

町
を

「
徳

島
県

環
境

推
進

モ
デ

ル
地

域
」

に
指

定
す

る
。

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

施
策

の
参

考
と

す
る

よ
う

県
へ

伝
え

ま
す

。

5
4

そ
の

他
（
普

及
啓

発
）

7
○

「
徳

島
全

県
エ

コ
ラ

イ
フ

運
動

」
の

展
開

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

施
策

の
参

考
と

す
る

よ
う

県
へ

伝
え

ま
す

。

5
5

そ
の

他
（
普

及
啓

発
）

7
○

徳
島

県
が

県
民

の
「
環

境
首

都
 と

く
し

ま
」
の

気
運

を
高

め
る

た
め

に
「
と

く
し

ま
環

境
標

語
」
又

は
「
と

く
し

ま
環

境
川

柳
」
の

募
集

を
行

う
。

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

施
策

の
参

考
と

す
る

よ
う

県
へ

伝
え

ま
す

。

5
6

そ
の

他
（
普

及
啓

発
）

7
○

徳
島

県
，

事
業

者
，

県
民

が
一

体
と

な
っ

て
一

時
間

時
間

を
繰

り
上

げ
る

 「
サ

マ
－

タ
イ

ム
制

」
（
6
月

1
日

～
8
月

3
1
日

）
の

導
入

を
行

う
。

・
県

庁
の

執
務

時
間

は
7
時

3
0
分

か
ら

1
6
時

ま
で

・
銀

行
の

開
店

時
間

は
8
時

か
ら

1
4
時

ま
で

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

施
策

の
参

考
と

す
る

よ
う

県
へ

伝
え

ま
す

。

5
7

そ
の

他
（
普

及
啓

発
）

7
○

徳
島

県
が

毎
年

6
月

の
一

箇
月

間
を

「
と

く
し

ま
環

境
月

間
」
と

定
め

る
。

環
境

行
政

全
般

の
話

な
の

で
、

本
条

例
の

範
囲

を
超

え
る

も
の

と
考

え
ま

す
。

な
お

、
毎

年
６

月
は

「
環

境
月

間
」
で

あ
り

、
徳

島
県

も
幅

広
い

環
境

保
全

活
動

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

5
8

そ
の

他
（
普

及
啓

発
）

7
○

徳
島

県
が

毎
年

6
月

5
日

を
「
と

く
し

ま
環

境
の

日
」
と

定
め

る
。

環
境

行
政

全
般

の
話

な
の

で
、

本
条

例
の

範
囲

を
超

え
る

も
の

と
考

え
ま

す
。

な
お

、
毎

年
６

月
５

日
は

「
環

境
の

日
」
で

あ
り

、
徳

島
県

も
こ

の
日

を
含

む
６

月
に

幅
広

い
環

境
保

全
活

動
に

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。

5
9

そ
の

他
（
普

及
啓

発
）

7
○

徳
島

県
が

「
と

く
し

ま
山

の
日

」
の

制
定

，
「
と

く
し

ま
海

の
日

」
の

制
定

，
「
と

く
し

ま
川

の
日

」
の

制
定

を
行

う
。

海
や

山
、

川
を

大
切

に
す

る
こ

と
は

地
球

温
暖

化
対

策
と

し
て

も
有

効
で

す
が

、
他

の
政

策
分

野
と

の
調

整
が

必
要

な
も

の
と

考
え

ま
す

。

6
0

そ
の

他
（
普

及
啓

発
）

7
○

徳
島

県
が

「
と

く
し

ま
山

の
学

校
」
の

開
校

，
「
と

く
し

ま
海

の
学

校
」
の

開
校

，
「
と

く
し

ま
川

の
学

校
」
の

開
校

を
行

う
。

海
や

山
、

川
を

大
切

に
す

る
こ

と
は

地
球

温
暖

化
対

策
と

し
て

も
有

効
で

す
が

、
他

の
政

策
分

野
と

の
調

整
が

必
要

な
も

の
と

考
え

ま
す

。

6
1

そ
の

他
（
普

及
啓

発
）

7
○

「
と

く
し

ま
エ

コ
カ

－
レ

－
ス

大
会

」
の

開
催

・
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ト
自

動
車

・
電

気
自

動
車

・
水

素
燃

料
自

動
車

・
ソ

－
ラ

－
自

動
車

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

施
策

の
参

考
と

す
る

よ
う

県
へ

伝
え

ま
す

。

5
/
7



「
と

く
し

ま
地

球
温

暖
化

対
策

推
進

条
例

（
仮

称
）
の

あ
り

方
に

つ
い

て
」
（
案

）
に

係
る

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
結

果
資
料
　
１

番
号

項
目

P
ag

e
意

見
の

要
約

対
応

備
考

6
2

そ
の

他
（
環

境
学

習
）

7
〇

学
校

に
お

け
る

「
学

校
の

森
づ

く
り

」
と

「
ビ

オ
ト

－
プ

の
池

づ
く
り

」
の

推
進

学
校

に
お

け
る

森
づ

く
り

や
池

づ
く
り

は
地

球
温

暖
化

対
策

と
し

て
も

有
効

で
す

が
、

他
の

政
策

分
野

と
の

調
整

が
必

要
な

も
の

と
考

え
ま

す
。

6
3

そ
の

他
（
廃

棄
物

の
抑

制
）

7
○

「
資

源
循

環
型

社
会

」
の

実
現

・
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
，

ア
ル

ミ
缶

，
ス

チ
－

ル
缶

等
の

資
源

ゴ
ミ

の
デ

ポ
ジ

ッ
ト

制
度

の
導

入
・
び

ん
，

食
品

ト
レ

イ
，

牛
乳

パ
ッ

ク
，

雑
古

紙
の

リ
サ

イ
ク

ル
の

推
進

・
「
家

庭
用

太
陽

光
発

電
シ

ス
テ

ム
」
の

補
助

制
度

の
実

施
・
生

ご
み

コ
ン

ポ
ス

ト
や

E
M

ボ
カ

シ
を

利
用

し
て

畑
・
花

壇
・
庭

の
堆

肥
と

し
て

使
用

す
る

。

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

あ
り

方
の

地
球

温
暖

化
対

策
に

係
る

そ
の

他
の

取
組

の
中

の
「
廃

棄
物

の
削

減
と

循
環

型
社

会
の

推
進

」
に

そ
の

趣
旨

が
反

映
さ

れ
て

お
り

ま
す

。

6
4

そ
の

他
（
廃

棄
物

の
抑

制
）

7
○

指
定

ゴ
ミ

袋
制

度
の

導
入

や
有

料
レ

ジ
袋

制
度

の
導

入
に

よ
る

ゴ
ミ

の
減

量
化

の
推

進
い

た
だ

い
た

御
意

見
は

、
あ

り
方

の
地

球
温

暖
化

対
策

に
係

る
そ

の
他

の
取

組
の

中
の

「
廃

棄
物

の
削

減
と

循
環

型
社

会
の

推
進

」
に

そ
の

趣
旨

が
反

映
さ

れ
て

お
り

ま
す

。

6
5

そ
の

他
（
破

棄
物

の
抑

制
）

7
○

「
リ

サ
イ

ク
ル

プ
ラ

ザ
」
の

設
置

等
地

域
の

リ
サ

イ
ク

ル
活

動
の

中
心

と
な

る
施

設
の

整
備

促
進

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

あ
り

方
の

地
球

温
暖

化
対

策
に

係
る

そ
の

他
の

取
組

の
中

の
「
廃

棄
物

の
削

減
と

循
環

型
社

会
の

推
進

」
に

そ
の

趣
旨

が
反

映
さ

れ
て

お
り

ま
す

。

6
6

そ
の

他
（
廃

棄
物

の
抑

制
）

7
○

徳
島

県
が

環
境

省
と

連
携

し
て

3
R

の
推

進
を

行
う

。
い

た
だ

い
た

御
意

見
は

、
あ

り
方

の
地

球
温

暖
化

対
策

に
係

る
そ

の
他

の
取

組
の

中
の

「
廃

棄
物

の
削

減
と

循
環

型
社

会
の

推
進

」
に

そ
の

趣
旨

が
反

映
さ

れ
て

お
り

ま
す

。

6
7

そ
の

他
（
廃

棄
物

の
抑

制
）

7
○

「
資

源
循

環
型

社
会

」
の

実
現

・
「
マ

テ
リ

ア
ル

リ
サ

イ
ク

ル
」
の

推
進

・
「
サ

－
マ

ル
リ

サ
イ

ク
ル

」
の

推
進

・
「
ケ

ミ
カ

ル
リ

サ
イ

ク
ル

」
の

推
進

・
「
生

ゴ
ミ

」
の

有
機

肥
料

化
の

推
進

・
「
と

く
し

ま
マ

イ
カ

ッ
プ

運
動

」
の

推
進

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

あ
り

方
の

地
球

温
暖

化
対

策
に

係
る

そ
の

他
の

取
組

の
中

の
「
廃

棄
物

の
削

減
と

循
環

型
社

会
の

推
進

」
に

そ
の

趣
旨

が
反

映
さ

れ
て

お
り

ま
す

。

6
8

そ
の

他
（
廃

棄
物

の
抑

制
）

7
○

徳
島

県
，

事
業

者
，

県
民

が
協

力
し

て
ゴ

ミ
を

作
ら

な
い

工
夫

を
行

う
。

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

あ
り

方
の

地
球

温
暖

化
対

策
に

係
る

そ
の

他
の

取
組

の
中

の
「
廃

棄
物

の
削

減
と

循
環

型
社

会
の

推
進

」
に

そ
の

趣
旨

が
反

映
さ

れ
て

お
り

ま
す

。

6
9

そ
の

他
（
廃

棄
物

の
抑

制
）

7
○

燃
え

る
ゴ

ミ
を

焼
却

し
た

ゴ
ミ

焼
却

灰
を

高
温

で
溶

か
し

て
セ

メ
ン

ト
に

加
工

し
た

り
、

道
路

舗
装

の
材

料
に

利
用

で
き

る
「
ス

ラ
グ

」
と

呼
ば

れ
る

ガ
ラ

ス
状

の
固

ま
り

に
し

た
り

、
銅

や
亜

鉛
を

取
り

出
し

た
り

し
て

、
ゴ

ミ
焼

却
灰

の
再

資
源

化
を

行
う

。

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

施
策

の
参

考
と

す
る

よ
う

県
へ

伝
え

ま
す

。

7
0

そ
の

他
（
廃

棄
物

の
抑

制
）

7
○

「
エ

コ
シ

ョ
ッ

プ
」
の

普
及

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

施
策

の
参

考
と

す
る

よ
う

県
へ

伝
え

ま
す

。

7
1

そ
の

他
（
廃

棄
物

の
抑

制
）

7
○

新
聞

の
折

り
込

み
チ

ラ
シ

を
な

く
す

る
こ

と
で

、
ゴ

ミ
の

削
減

を
行

う
。

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

施
策

の
参

考
と

す
る

よ
う

県
へ

伝
え

ま
す

。

6
/
7



「
と

く
し

ま
地

球
温

暖
化

対
策

推
進

条
例

（
仮

称
）
の

あ
り

方
に

つ
い

て
」
（
案

）
に

係
る

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
結

果
資
料
　
１

番
号

項
目

P
ag

e
意

見
の

要
約

対
応

備
考

7
2

そ
の

他
○

「
と

く
し

ま
地

球
温

暖
化

対
策

推
進

条
例

」
と

「
徳

島
県

環
境

基
本

条
例

」
及

び
「
徳

島
県

生
活

環
境

保
全

条
例

」
と

の
連

携
を

図
る

。
既

存
の

条
例

と
の

連
携

・
整

合
性

を
図

る
よ

う
伝

え
ま

す

7
3

そ
の

他
○

市
町

村
の

ご
み

処
理

広
域

化
計

画
に

対
す

る
支

 援
制

度
の

創
設

（
例

「
鳴

門
市

・
藍

住
町

環
境

施
設

組
合

」
 へ

の
支

援
等

）
い

た
だ

い
た

御
意

見
は

、
施

策
の

参
考

と
す

る
よ

う
県

へ
伝

え
ま

す
。

7
4

そ
の

他
○

徳
島

県
が

下
水

道
の

普
及

を
促

進
す

る
目

的
で

市
町

村
に

対
し

て
「
徳

島
県

下
水

道
普

及
促

進
対

策
助

成
制

度
」
の

創
設

を
行

う
。

本
条

例
の

範
囲

を
超

え
る

も
の

と
考

え
ま

す
。

7
5

そ
の

他
○

神
山

森
林

公
園

に
お

い
て

鳥
の

巣
箱

の
設

置
，

鳥
の

餌
台

の
設

置
等

に
よ

る
“
野

鳥
の

森
〟

へ
の

整
備

を
行

う
。

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

施
策

の
参

考
と

す
る

よ
う

県
へ

伝
え

ま
す

。

7
6

そ
の

他
○

田
ん

ぼ
に

「
カ

ブ
ト

エ
ビ

」
や

「
ホ

ウ
ネ

ン
エ

ビ
」
の

生
物

が
住

む
自

然
豊

な
田

ん
ぼ

づ
く
り

を
行

う
。

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

施
策

の
参

考
と

す
る

よ
う

県
へ

伝
え

ま
す

。

7
7

そ
の

他
○

「
ト

ン
ボ

の
郷

づ
く
り

」
や

「
ホ

タ
ル

の
郷

づ
く
り

」
等

に
よ

る
「
自

然
と

の
共

生
ゾ

－
ン

」
の

推
進

を
図

る
。

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

施
策

の
参

考
と

す
る

よ
う

県
へ

伝
え

ま
す

。

7
8

そ
の

他
○

徳
島

県
が

マ
リ

ン
ピ

ア
沖

洲
に

野
鳥

観
察

園
を

作
り

、
自

然
と

共
生

す
る

公
共

施
設

づ
く
り

を
行

う
。

（
例

 大
阪

南
港

野
鳥

観
察

園
）

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

施
策

の
参

考
と

す
る

よ
う

県
へ

伝
え

ま
す

。

7
9

そ
の

他
○

徳
島

県
が

地
球

環
境

保
全

の
推

進
に

お
い

て
「
地

上
の

楽
園

」
を

目
指

す
。

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

施
策

の
参

考
と

す
る

よ
う

県
へ

伝
え

ま
す

。

8
0

そ
の

他
○

「
徳

島
県

環
境

首
都

課
」
と

「
ド

イ
ツ

連
邦

政
府

環
境

省
」
と

の
間

で
地

球
温

暖
化

対
策

の
取

組
み

に
つ

い
て

国
際

的
な

連
携

を
図

る
。

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

施
策

の
参

考
と

す
る

よ
う

県
へ

伝
え

ま
す

。

8
1

そ
の

他
○

「
環

境
首

都
 と

く
し

ま
」
と

「
環

境
首

都
 ロ

ン
ド

ン
」
と

の
間

で
地

球
温

暖
化

対
策

に
つ

い
て

国
際

的
な

連
携

を
行

う
。

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

施
策

の
参

考
と

す
る

よ
う

県
へ

伝
え

ま
す

。

8
2

そ
の

他
○

徳
島

県
が

環
境

先
進

地
た

る
E
U

諸
国

と
の

間
で

地
球

温
暖

化
対

策
に

つ
い

て
国

際
的

な
連

携
を

図
る

。
（
特

に
ノ

ル
ウ

ェ
－

，
ス

ウ
ェ

－
デ

ン
，

フ
ィ

ン
ラ

ン
ド

の
北

欧
三

か
国

）

い
た

だ
い

た
御

意
見

は
、

施
策

の
参

考
と

す
る

よ
う

県
へ

伝
え

ま
す

。
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